


はじめに

本装置（テレコントロールシステムFRPシリーズ）をご使用になる前に、必ずこの取扱説明書を
よくお読みください。特に、設置、取り扱い、および操作説明などにおける指示・警告事項
（ のついている説明事項）は安全上の重要な項目です。よく読んで十分に理解するようにしてく
ださい。
なお、この取扱説明書の内容については万全を期しておりますが、おわかりにならない点や誤り
などお気づきの事柄がございましたら、弊社窓口にご一報くださいますようお願いいたします。

この取扱説明書には、この装置の設置上の注意、操作方法および故障の見分け方の説明が記述さ
れています。

本書の内容は、機器の改良または仕様の変更などに伴い、予告なしに変更改訂することがあります。

本書の内容の一部または全部を、コピー、印刷あるいは電算機可読形式など如何なる方法におい
ても、無断で転載することは著作権法により禁止されています。

本装置を無断で改造しないでください。無断で改造した場合は、改造後の動作および危険性を予
見できず、如何なる改造もその後の安全性を保障することができません。また、送信機を改造す
ると不法無線局として法律により罰せられます。
ただし、特殊な目的で改造を希望される場合は、必ず弊社にご相談またはご依頼ください。

消耗部品および機構部品（電気部品を含む）など弊社指定以外の部品を使用した場合には、動作
不良および予見不可能な事態を引き起こす恐れがあります。予備部品、消耗部品は必ず弊社指定
の部品をお使いください。

本書で指示する安全な操作方法および警告に従わない場合、または仕様ならびに設置条件等を無
視したり超えて使用した場合、人が障害を負ったり、物的損害が起こる恐れがあります。本書の
指示に反することは絶対に行わないでください。

修理を依頼される際は、必ず保証書を添付してください。添付されない場合は、保証書に記載さ
れている保証が受けられなくなります。
保証内容については、保証書をご参照ください。

本装置を転売される場合は、必ず一切の付属品および本取扱説明書を添付して譲渡してください。

本装置は、日本国内の法規に基づいて作製されていますので、日本国内のみで使用してください。
本装置を搭載した機器を輸出する場合、輸出貿易管理令に従った手続きを行ってください。
本装置は戦略物資には該当しませんが、搭載した機器が戦略物資に該当する場合、経済産業省の
許可を必要とします。
また、輸出先の電波法によっては輸出できない場合もあります。

本装置は武器、化学兵器等には使用しないでください。

本装置を廃棄する場合は、産業廃棄物として産業廃棄物処理業者に処理を依頼してください。
くれぐれも、一般の人々（子供を含む）が簡単に接触できる場所への放置または不法投棄など違
法な処分をしないでください。

 ユーザーの方への注意事項
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はじめにはじめに

警告表示の説明

安全上の注意事項

ご使用になる前に、必ずこの｢安全上の注意事項｣をよくお読みになり、注意事項を守った上で本装置を
ご使用ください。

警告表示の説明

この取扱説明書では、誤った取り扱いによる事故を未然に防ぐために以下の表示を使っています。

注意 この表示を無視して誤った取り扱いをすると、人が障害を負ったり、物的損
害の発生が想定される内容が記載されています。

お使いになる上での注意や制限です。誤った操作をしないために、必ずお読
みください。お願い
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はじめに

当社のテレコントロールシステムを搭載する機器の安全対策を十分行ってください。操作側（送信
機）と受信機との距離が電波の到達距離を越えた場合、または過大なノイズなどの理由で操作不能
になった場合、受信機の出力はすべて開放となります。この点を十分に考慮した上でご使用くださ
い。
本装置に接続する機器は、必ず本装置仕様の規格範囲内のものを正しく配線し、本書の注意事項を
守った上で操作してください。仕様範囲外の機器の使用、配線、操作などによる事故や物的損害に
ついて、弊社は責任と補償を負いかねますことを、予めご了承ください。

送 信 機

●指定以外の電池は使用しないでください。

●新しい電池と古い電池または種類の異なる電池などを混ぜて使用しないでください。必ず同じ種
類の新しい電池を使用してください。

●乾電池は絶対に充電しないでください。
電池の破裂や液漏れにより、火災、けが、周囲の汚損などの原因となることがあります。

受 信 機

●可燃性ガスが発生する可能性のある場所には設置しないでください。
火災の原因となる恐れがあります。

●受信機の配線は、必ず接続する機器の電源を切った状態で作業を行ってください。
感電や事故の原因となります。

●配線は、本書および本装置に接続する機器の配線図等をよくご確認の上、正しく確実に配線して
ください。
誤配線や不確実な接続は、機器の破損や誤動作、事故などの原因となります。

操 作

●送信機が操作されていないことを確認した上で、受信機の電源を入れてください。
当テレコントロールシステムにより制御される機器が突然作動するなど、事故の原因となる恐れがあ
ります。

●当テレコントロールシステムにより制御される機器周辺の安全確認を行ってから、電源を入れて
ください。
不用意な操作は、けがや物的損害の原因となる恐れがあります。

安全上の注意

安全上の注意

注意
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はじめにはじめに

送 信 機

●送信機は防水構造ですが、水の中に浸したり、丸洗いはしないでください。
機器の故障や破損の原因となります。

●精密機器ですので、落としたり、激しい衝撃・振動を加えないでください。
機器の故障や破損の原因となります。

●ケース裏面の通気孔をふさいだり、鋭い物で突いたりしないでください。
通気孔をシールなどでふさぐと、ケースが変形して防水性が損なわれる場合があります。また通気孔の
特殊なフィルムに孔が開くと防水性が損なわれます。

●ケースは樹脂製ですので、アルコール、シンナー、ガソリンなどの溶剤に触れると、溶けたり割
れが生じたりする恐れがありますのでご注意ください。

●保管するときは、以下の事柄を守ってください。
・長時間使用しない場合は、電池を取り出しておく。
・直射日光の当たる場所に放置しない。
・水のかかる場所や、仕様の保存温度・湿度範囲外の場所は避ける。

受 信 機

●受信機は防水構造ですが、水の中に浸したり、丸洗いはしないでください。
機器の故障や破損の原因となります。

●精密機器ですので、落としたり、激しい衝撃・振動を加えないでください。
機器の故障や破損の原因となります。

●ケース裏面の通気孔をふさいだり、鋭い物で突いたりしないでください。
通気孔をシールなどでふさぐと、ケースが変形して防水性が損なわれる場合があります。また通気孔の
特殊なフィルムに孔が開くと防水性が損なわれます。

●ケースは樹脂製ですので、アルコール、シンナー、ガソリンなどの溶剤に触れると、溶けたり割
れが生じたりする恐れがありますのでご注意ください。

●保管するときは、以下の事柄を守ってください。
・直射日光の当たる場所に放置しない。
・水のかかる場所や、仕様の保存温度・湿度範囲外の場所は避ける。

安全上の注意

お願い
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はじめに

本装置の特長

免許不要
送信機は特定小電力電波を使用しているので、ご購入後の無線利用許可等の申請手続きの必要があり
ません。

安定性の高い設計
65,536通りの IDコードの設定により、混信や誤動作の心配がありません。
弊社独自の相関復号方式の採用により、ノイズに強く到達距離は80m以上（周囲の電波環境により
短くなる場合があります）。

送信機は日常生活防水
送信機は日常生活防水構造なので、雨中の作業もOK。さまざまな環境でお使いいただけます。

節電機能
ペリオディック・オペレーション機能、スタンバイモード、オート・パワーオフ機能など、スイッチ
操作しない時の送信機の電池消耗を抑えます。

安全装備
送信機の電源ON時の突然の作動を防ぐパワーオン・フェールセーフ機能、確実な操作感のあるク
リックタイプの送信機スイッチ、送信機の設定状況や電池切れを示す2色インジケーター・ランプな
ど、確実な操作と事故を防ぐための機能が用意されています。

受信機は防滴構造
屋外への設置が可能です。

内蔵アンテナ（受信機）
アンテナ設置のスペースは不要です。

本装置の特長
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3.送信機の電池のセット／交換

送信機は単4形乾電池3本で動作します。

単4形アルカリ乾電池を3本ご用意ください。
* マンガン電池、ニッカド電池の使用は、電池の消耗が極端に短かったり、電池消耗表示からすぐに動作停止
するなど、実用上おすすめできません。

電池が消耗してくると、使用中にインジケーターランプが赤色になります。アルカリ乾電池をご使用の
場合、赤色になってから約1時間は使用できますが、電池の残量が少なくなっているので、速やかに電
池を3本とも新しいものと交換してください。

3.送信機の電池のセット／交換

送信機

注意
指定以外の電池は使用しないでください。

新しい電池と古い電池または種類の異なる電池などを混ぜて使用しないでください。必ず同じ種
類の新しい電池を使用してください。

乾電池は絶対に充電しないでください。
*電池の破裂や液漏れにより、火災、けが、周囲の汚損などの原因となることがあります。

お願い

電池交換の際、送信機内部に異物（特に金属片）が入らないように注意してください。故障の原
因となります。

長期間使用しない場合は、送信機から乾電池を抜いておいてください。液漏れや破損の原因とな
ります。
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送
信
機
の
電
池
の
セ
ッ
ト
／
交
換

3-1.手順

送信機

3-1.手順

送信機ウラの電池蓋止めネジをコインやドライバーでゆるめ、図のように電池蓋を持ち上げスラ
イドさせて電池蓋を取り外します。

電池ボックス内の極性表示（＋、－）に合わせて、乾電池を入れます。
* 両端の乾電池を先に入れ、中央の乾電池を最後に入れます。
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送信機

3-1.手順

電池蓋をスライドさせて、電池蓋の突起を本体の溝に差し込みます。

電池蓋止めネジをコインやドライバーでしっかりと締めます。
* 電池蓋は確実に閉め、電池蓋止めネジでしっかりと締め付けてください。ゆるんでいると防水性が損な
われ、故障の原因となります。






























